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「神さまのご計画」

今年の夏は本当に暑いですね。子どもたち、保護者の皆様、体

調いかがでしょうか。

私はほとんどがクーラーの利いた部屋にいましたので元気です

が、畑仕事が辛かったです。できるだけ夕方になってから畑に行

くようにしていました。

今年の我が家の畑は、なすびが毎週20～30個採れ、大豊作で

す。ピーマンと豆、トマトは連年通りの出来です。しかし、ジャ

ガイモが悲惨な状況。一つの株から小さなお芋が3～4個といった

ところでしょうか。昨年の５分の1くらいの出来です。秋に収穫

予定のさつまいもと、これから植える大根と白菜に望みをかける

のみです。（父の会もよろしくお願いいたします。）

やはり自然は、人間が思ったようにはなってくれません。でも、

これも神様のご計画なのだ、とあきらめるしかありません。

子どもたちはどうでしょう。どの子どもたちも、成長していま

す。しかし成長は人それぞれ。ゆっくりの子もいれば、早い子も

います。でも、それも神様のご計画のうちなのではないでしょう

か。私たち大人は、慌てず、しかし、そこに適切な援助をいつも

考えながら、子どもたちを育てなければなりません。

2学期も、職員一同、子どもたちをよく見て、愛情いっぱいに

保育いたします。保護者の皆様のご協力も、どうぞよろしくお願

いいたします。
園長 渡部 良子

「夏草や…」

酷暑となった今年の夏は10月までその暑さの尾を引く

という気象予報に保護者の皆様は、子どもたちの熱中症

対策で子ども達から目が離せない日々を過ごされている

と思います。お子さん自身は暑さの中で水遊び、公園で

虫を見つけたり、北海道の短い夏を思いっきり楽しんで

いるでしょうか。

「夏草」は俳句で用いられる夏の季語ですが、これに

「や」の一文字が加えられるだけで、多くの日本で育っ

た人の頭の中には俳諧人、松尾芭蕉の一句が響いてくる

ことでしょう。8月という平和を考えずにはいられない

月の中で、この句を詠んだ芭蕉の頭に浮かんでいた平泉

の栄華の後の廃墟に、私たちは世界大戦での戦いの傷跡

を重ね、平和を願います。

新世代の子どもたちには「夏草」からどこまでも続く

草むらを走り抜け、バッタやトンボを捕まえて日が暮れ

るまで友だちと遊んだ思い出を、戦いは小さなゲーム機

の中でだけで起きていることだったと回想する未来に生

きて欲しいと願います。「終戦」を記念する私たちの隣

では今も戦禍の中で生きる人たちがいます。悲しみの連

鎖が一日も早く終わりを迎えることができますように祈

りましょう。
チャプレン 司祭 上平 更


